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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　9月 27 日、決
算特別委員会（総
合政策委員会所
管）でとばめぐみ
市議と池田めぐみ

市議が質疑をおこないました。
　とば市議は、市職員の働き方について、急激
に残業時間が増えた部署や恒常的に残業時間が
突出している部署で職員の未配置が7割もあ
り、厳しい実態があることを明らかにしました。
また、中小企業や農業等に対する市の支援がほ
とんどなく、とくに農業については水田から畑
への転換を進めている現状があります。とば市
議は「環境対策としても、これ以上、農家を減
らさない本気の対策が必要」と求めました。
　池田市議は、来年の市長選挙から視覚障がい
者の方が求めていた読み上げ対応PDFに対応
することや、投票所まで3キロ以上離れてい
る岩槻第17投票区大字釣上新田（かぎあげし
んでん）の一部について、2つに分割し、投票
所までの距離を改善することを確認しました。
そのうえで、「商業施設などの期日前投票の時
間をのばすことや、移動式投票所の開設など、
誰でも投票できる環境を保障することは市の責
務」と求めました。

　9月 30 日、決
算特別委員会（文
教委員会所管）で
池田めぐみ市議と
金子あきよ市議が

質疑をおこないました。
　はじめに池田めぐみ市議が教育委員会委員に
ついてとりあげ、昨年度の間に、教育委員（定
数5）が退職により4名となっていた期間が8
カ月もあり、15回の会議で5名全員が揃った
のは2回のみだったこと、また80校の学校訪
問も、各委員の参加回数は1回のみの委員や
18回参加した委員など偏りがあったことをあ
きらかにしました。池田市議は「教育行政に重
要な責任を負う教育委員の欠員は重大な問題で
あり、選任時に適切かつ慎重な人選をおこなう
こと、そして万が一、欠員が生じた際には迅速

　10月 1日、決算特別委員会（市民生活委員
会所管）でとばめぐみ市議が登壇しました。
　はじめに、野生動物についてとりあげました。
アライグマ、タヌキ、ハクビシン等野生動物の
相談が激増し、昨年度のアライグマの捕獲数は
861件にも及びました。市長はタウンミーティ
ングで「鳥獣業務は大宮区や浦和区など限定さ
れた区役所でおこなっているため、迅速な市民
サービスが提供できない時もある。知識や経験
豊富な専門職員の人員配置に工夫が必要」と述

べていますが、対
応が追いついてい
ません。
　とば市議は、20
15年以降、激減
した本市の林野面積を示して「開発に熱中し、
野生動物のすみかを奪ってきたことが最大の原
因ではないか」と質しました。市は「里山など
が減少し、野生動物が農地や住環境に出てくる
様子は全国的に増えている。一方、本市に生息

野生動物の生息地を守れ するアライグマについては、ペット等で飼われ
ていたものが逃げ出すなどし、旺盛な繁殖力で
増殖をし続けており、在来種のタヌキなどのす
みかを追いやることから、駆除すべき特定外来
生物としている」と答弁しました。とば市議は
「これ以上自然を壊さない、野生動物の生息地
を守るという視点が欠かせない」と述べました。
　またとば市議は、本市の男女共同参画に係る
事業の予算が約1800万円と、先進市である仙
台市（約3億 5200万円）や横浜市（約5億
7800万円）と比較して少なすぎることを指摘
し、見解を質しました。市は「他の先進市と比
較して多いとは言えない状況。必要な職員の増
員や予算の拡充を求めていく」と答弁しました。

な補充をおこなうべき」と述べました。
　金子あきよ市議は、教職員の精神疾患による
休職者数が昨年度112人であることを確認し、
前年度に比べて増加したとして、多忙な働き方
の改善と、教職員の声をしっかり聞いて健康で
働ける職場づくりに努めることを強く求めまし
た。
　また、武蔵浦和学園義務教育学校についてお
こなわれた説明会で、各ユニットで児童生徒が
一斉に移動する緊急避難の場合に階段に集中す
る危険性、昇降口での集中と混乱を避けるため
に提案されている一足制（上履きにはきかえな
い）への疑問が出されたが、それに対するまと
もな検討がおこなわれていないと指摘。いずれ
も武蔵浦和学園が超過大規模であることで懸念
されている指摘であり、計画のあり方そのもの
を見直す必要があると述べました。

教育委員が8カ月も欠員？

決算特別委員会（市民生活）

決算特別委員会（文教）

市職員の残業を減らすために
決算特別委員会（総合政策②）
　防災備蓄については、全市で段ボールベッド
約200台、パーテーション約1000張と確認
しました。135万人の市民に対して充分とは
言えません。また、市の指定福祉避難所は、グ
リーンヒルうらわをはじめ廃止が決定した施設
があり、避難所が減ってしまうことは重大です。
池田市議は「民間施設に頼るのではなく、市と
して災害時の受け入れ態勢を整えることが必
要」と主張しました。
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　10月 4日、決算特別委員会（まちづくり委
員会所管）で金子あきよ市議とたけこし連市議
が質疑をおこないました。
　金子市議は開発申請について、3000平米未
満の土地を1年間の期間を空けて連続して開
発することで、実際には合わせて3000平米
以上の大きな開発をおこなっている事例がある
ことを指摘。これまで市は「当初から同一事業
者による一体性のある開発計画は全体での開発
区域による申請をおこなうよう指導している」
としていたが、実際にこのような指導はおこな
われたかと質し、市は「昨年度このような指導
はおこなっていない。原則的には区域設定は事
業者の裁量」と答弁しました。金子市議は「そ
れが住民の利益になっていないということ。市
はもっと事業者に対して指導の役割を果たして

ほしい、という
のが住民の声
だ」と強調しま
した。
　たけこし市議

　10 月 3 日、決
算特別委員会（保
健福祉委員会所
管）がおこなわれ、
久保みき市議が動

物愛護行政と障がい者問題について質疑しまし
た。
　障がい者問題については、昨年、就労継続支
援B型事業所「ベル武蔵浦和」（南区）という、
カブトムシの飼育をおこなっていた障がい者の
作業所が突然閉鎖した問題を追及しました。「ベ

ル武蔵浦和」は2022年2月から事業を開始し、
2023年 6月末日付で廃止。代表者が突然行方
をくらまし、今でも連絡が取れていません。職
員への給料、利用者への工賃は4月、5月と2
カ月分不払いのままです。市は5月分まで「ベ
ル武蔵浦和」に給付費を支給していました。つ
まり、代表は給付したお金を持って逃げてしま
ったわけです。
　職員や利用者家族は市に相談しましたが「対
応が冷たかった」という声が久保市議のもとに
届き、そのことについて市の見解を質すと、市

も「対応について不十分だった。冷たいという
声があった」と認め、今後はこのようなことが
ないように努めると約束しました。
　2006年の障害者自立支援法の施行で、今まで
社会福祉法人に限られていた障がい者関係の施設

　10月 7日の決
算特別委員会で企
業会計分野を審査
し、病院会計につ

いて金子あきよ市議が質疑をしました。金子市
議は、市立病院での職員配置要求に比べ実際の
配置人数が不足しており、なかでも患者の入院
から退院までさまざまな不安にこたえ、地域生
活への復帰を支援する患者支援センターで配置
要望6人に対し1人の配置にとどまっている
ことを指摘。病院財務課長は「退院の調整をす
る医療相談員の配置が少なく、収支にも影響し
ている」と答弁したことから、金子市議は職員
配置を進めるよう求めました。また介護が必要
な高齢患者の入院に対応する職員配置等を求め
てきたことがどうなったか質問。昨年度は15

人の介護職員の研修終了者やメディカルソーシ
ャルワーカー2級以上の資格を持つ看護補助
職を配置したことが明らかになりました。あわ
せて認知症患者への対応等で患者の尊厳が守ら
れるようていねいな対応を求めました。
　上下水道会計については松村としお市議が質
疑をおこないました。水道会計は純利益42億
円で経営計画に照らして良好な経営状況、かつ
料金が政令市で3番目、県南で最高である実態
を示し、経営計画の範囲内でも値下げが可能な
ことを明らかにしました。下水道会計では継続
的に求めて来た不明水対策について「対策優先
地区を決めて計画的に修繕等進める」ことが答
弁され対策が前進することがあきらかになりま
した。

作業所が突然閉鎖 再発防止を
決算特別委員会（保健福祉）

において、民間企業の参入が可能になりました。
そのことで悪質な事業者が増えてしまったと言わ
ざるを得ない状況です。久保市議は、再発防止
について欧米先進国でおこなわれている第三者
による事業所の評価の公表などを提案しました。

開発申請の指導は住民の立場で
決算特別委員会（まちづくり）

は、過去10年間に 100戸以上の中高層マン
ションが建設承認された件数が34件あり、そ
のうち60メートルを超えるタワーマンション
が2戸という現状をあきらかにし、「こうした
マンションが増えることが、公共インフラ、と
りわけ子育て施設の不足を招いているのではな
いか」と質しました。市は「そういったデメリ
ットがある」との認識を示しました。たけこし
市議は重ねて、タワーマンションの建て替えの
困難さについて、与野ハウスの例をあげて述べ、
将来における課題を指摘しました。

市立病院 職員配置をすすめて
決算特別委員会（企業会計）


